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　Pythonのコードを書くときに「ここってどう書くんだっけ？」となることがある。本章は組み込みのデータ型、

変数、制御構文、演算子、関数定義についてまとめる（基本の基本なので忘れることも少ないかもしれないが）。

変数とデータ型

　Pythonでは変数には型がなく、変数が参照するオブジェクトに型がある。Pythonに組み込みのデータ型とし

ては以下が用意されている（一部）。

 　　  Pythonに組み込みのデータ型（一部）

［Pythonチートシート］基本要素編
組み込みのデータ型、変数、制御構造、演算子、関数定義など、Pythonプログラムを構成
する基本要素をギュッとまとめて紹介する。

かわさきしんじ，Deep Insider編集部（2020年 01月 09日）

https://www.itmedia.co.jp/author/208386/
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　各データ型にはその名前と同じ名前の関数が用意されているので、その関数を使い、その型のオブジェクトを作

成できる（他の言語におけるコンストラクタと似た効果を持つ）。以下に例を示す。

関数を使用した各データ型のオブジェクトの定義例

　変数は事前に定義や宣言をせずに必要なところで使用できる。ただし、変数の値を読み出す前には初期化（代

入）が必要。

変数の使用例

　既に述べたように、変数には型がないので、任意の型のオブジェクトを代入できる。上記コード例の 4行目では

「mylist」という名前の変数にタプルを代入しているが、これはエラーとはならない（が、コードの可読性を下げ

るので推奨はされない）。最後の行では、初期化をしていない変数の値を利用しようとしているので、次のように

例外が発生する。

実行結果
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制御構造

　Pythonにはプログラムの実行の流れ（フロー）を制御する構文として以下がある。

    　　 Pythonの制御構造

　以下ではこれらについてまとめる。なお、これらの制御構文に限らず、Pythonの複合文（複数の文で構成さ

れる文）は、一般に各節の先頭行はコロン「:」で終了し、その後は空白文字によるインデントを付けて、その節

に含まれるブロック（コードブロック）を明記する。

if文                  
　if文は何らかの条件に応じて、実行したい処理を分岐させるために使用する。その構文を以下に示す。

if文の構文

　elif節は任意の数だけ繰り返すことが可能。また、elif節と else節は省略可能である。

　条件には比較演算子を使った値比較を記述する。ただし、Pythonでは、全てのオブジェクトが真または偽とし

て評価できるので、直接オブジェクト（を参照する変数）を条件として記述することも可能だ。偽となるのは以下

のものだ。

• None（オブジェクトがないことを示す値）とFalse

• 整数の 0、浮動小数点数の 0.0など、ゼロを表す数値型の値

• 空文字列、空のリスト、空のタプルなど、要素を持たない反復可能オブジェクト
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　これらのオブジェクトを条件に指定すると、それは成り立たないことになる。他のオブジェクトは全て真の値とし

て取り扱われる。

　以下に例を示す。

if文の使用例

　なお、Pythonには他の言語に見られる switch文がないので、条件による処理の分岐には if文を常に使用する。

for文                 
　Pythonの for文は、リストなどの反復可能オブジェクトの要素を 1つずつ取り出して、それを使用して何らか

の処理を行う際に使用することが多い。あるいは、range関数を使用することで特定回数の繰り返し処理を行う

ことも可能だ。その構文を以下に示す。

for文の構文

　if文と同様に、else節は省略可能だ。else節は反復可能オブジェクトの要素がなくなり、繰り返し処理が終了し

たときに実行される（反復可能オブジェクトが空の場合には繰り返し処理を行わずに else節のコードが実行され

る）。ただし、for文で行う繰り返し処理の中で break文が実行された場合には、else節は実行されない（後述）。
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　以下に例を示す。

for文の使用例

while文                
　while文は、それに指定した条件が真である限り、処理を繰り返すのに使用する。構文を以下に示す。

while文

　if文や for文と同様に、else節は省略可能だ。else節は条件が偽となり、繰り返し処理が終了する際に実行され

る。ただし、while文で行う繰り返し処理の中で break文が実行された場合には else節は実行されない（後述）。

　以下に例を示す。

while文の使用例
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break文と continue文                
　break文は繰り返し処理の中で、一定の条件が成立したら繰り返しを終了させるのに使用する。以下に例を示す。

break文の使用例

　この例では、ループ変数 numの値が 3のときに break文が実行される。その時点で繰り返し処理が終了する

ので、ループ変数の値が 4になることはない。また、print関数を呼び出す前に break文が実行されるので、こ

の値が出力されることもないし、else節が実行されることもない。実行結果を以下に示す。

実行結果

　一方、continue文は繰り返し処理の中で、一定の条件が成立したら、次の繰り返しを開始するのに使用する。

以下に例を示す。

continue文の使用例

　この例では、ループ変数 numの値が偶数のときに continue文が実行される。これにより繰り返し処理の新し

い繰り返しが開始されるので、print関数呼び出しが実行されない。そのため、画面には奇数のみが表示される。

また、最後には else節も実行される。
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演算子

　Pythonでは多くの演算子が提供されている。その幾つかを以下に抜粋してまとめる。

算術演算子                   
　算術演算子を以下にまとめる。

   Pythonの四則演算子

代入演算子／累算代入演算子              
　代入演算子と累算代入演算子を以下にまとめる。例では変数 xの値を 10とし、累算代入演算子では「→」の

後に変数 xに代入された値を示す。

　　  代入演算子／累算代入演算子
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比較演算子とブール演算子              
　比較演算子とブール演算子は if文やwhile文の条件を記述するときなどに使用する。

  比較演算子とブール演算子

ビット演算子                
　ビット演算子は、整数値を引数として、その 2進数表現に対して処理を行う。例では各整数値のビット表現が

分かりやすくなるように「0b」を前置して 2進数表記としている。

 　　　  ビット演算子
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三項演算子                
　三項演算子（条件式）は、条件に応じてその値を変える式である。構文を以下に示す。

三項演算子（条件式）

　条件が真のときには値 1が、そうでなければ値 2がこの演算子（式）の値となる。また、これは else以降に

三項演算子を続けることもできる。以下に例を示す。

三項演算子の使用例

　最初の三項演算子の使用箇所では、変数 aの値が 1なら変数 xに 'foo'が代入され、そうでなければ 'bar'が

代入される。その次は、三項演算子をネストさせて、変数 aの値が 0なら変数 yに 'insider.net'が代入され、そ

うでなければ変数 xの値を調べて、これが 'foo'なら 'deep insider'が代入され、そうでなければ 'atmarkit'が代

入されるようにしている。ここでは、変数 aの値は 1で、変数 xの値は 'foo'になっているので、変数 yには 'deep 

insider'が代入される。

関数定義の基本

　関数は def文で定義する。その基本構文を以下に示す。

関数定義の基本

　パラメーターリストには、関数呼び出し時に呼び出し側から受け取る値を保存する変数をカンマ区切りで並べ

る。パラメーターにはデフォルト引数値を指定できる。指定する場合には「パラメーター名 =デフォルト引数値」

のように記述する。デフォルト引数値を持つパラメーターについては関数呼び出しに引数指定を省略でき、その場

合にはデフォルト引数値が指定されたものとして扱われる。

　関数が何かを処理して、呼び出し側に値を返送するときには、return文にその値を並べる。複数の値を返送す

るときにはそれらをカンマ区切りで並べる。
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　以下に例を示す。

関数定義の例

　この例ではmathモジュールから sqrt関数をインポートして、それを使って、2点間の距離を求める関数を定

義している。パラメーターリストには x1、y1、x2、y2があり、それぞれ最初の点の x座標と y座標、もう一つ

の点の x座標と y座標を受け取る。このとき、2つのパラメーター x2と y2にはデフォルト引数値を指定している。

そのため、第 3引数と第 4引数は関数呼び出し時に省略できる。sqrt関数を使って距離を計算したら、最後に

return文でその値を返送する。

　最後の 2行はこの関数の呼び出し例で、最後の行では第 3引数と第 4引数の指定を省略している。

　本章は Pythonの基本構成要素や基本となる構文をまとめた。次章は関数定義についてほんの少しだが詳しく、

その構文をまとめる。
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　前章の最後には関数定義の基本を簡単にまとめた。本章では関数定義について少し詳しくまとめよう。関数に

ついての詳細は「Python入門」の「Pythonの関数」など関数について触れている回を参照されたい。

関数定義の基本

　前章で述べたように、Pythonで関数を定義する際の基本構文は以下のようになる。

関数定義の基本構文

　呼び出し側から受け取る値を保存する変数をパラメーターリストに記述し、関数本体のコードではそれらを利用

して、何らかの処理を行い、return文で呼び出し側に値を返すのが基本だ。ただし、Pythonでは関数に値（引

数、実引数）を渡す際には幾つかのやり方がある。以下ではそれらについてまとめていこう。

位置引数とキーワード引数

　関数を呼び出す際に、それに渡す値のことを引数（実引数）と呼ぶ。引数の渡し方にはおおまかに分けて次の

2種類がある。

• 位置引数：関数呼び出し時にカンマ区切りで並べた引数がそのままの順序でパラメーターに渡される

• キーワード引数：関数定義時のパラメーターリストに示したパラメーター名を使い、「パラメーター名 =値」と

することで、パラメーターとその値を明記する引数の渡し方

［Pythonチートシート］関数定義編
Pythonの関数定義と、位置引数／キーワード引数／可変長法引数を受け取る方法。ラムダ式
についてギュッとまとめた。

かわさきしんじ，Deep Insider編集部（2020年 01月 14日）

https://www.atmarkit.co.jp/ait/subtop/features/di/pybasic_index.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1905/17/news020.html
https://www.itmedia.co.jp/author/208386/
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　以下に例を示す。

位置引数とキーワード引数を使った呼び出し

　この例では位置引数のみ、キーワード引数のみ、位置引数とキーワード引数の混在の 3種類方法で関数に引数

を渡している。これらは全て問題なく動作する。

　ただし、位置引数とキーワード引数を混在させる際には、「キーワード引数を指定するのは位置引数よりも後」

という制約があることには注意が必要だ。例えば、以下のコードは例外を発生する。

キーワード引数は位置引数よりも後で指定する必要がある

 　　  実行結果

　なお、Python 3では以前よりパラメーターリストで「キーワード専用パラメーター」を指定可能だった（キー

ワード引数形式でしか値を渡せないパラメーター）。これに追加して、Python 3.8以降では「位置専用パラメー

ター」つまり「位置引数としてのみ値を渡せる」パラメーターを明記できるようになった。パラメーターリストの記

述時に、スラッシュ「/」を置くと、それよりも前にあるパラメーターは「位置専用パラメーター」になり、アスタ

リスク「*」を置くと、それよりも後ろにあるパラメーターには「キーワード専用パラメーター」になる。
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　以下に例を示す。

位置専用パラメーターとキーワード専用パラメーターの指定を含んだパラメーターリスト

　この場合、スラッシュ「/」よりも前にある 2つのパラメーター aと bは位置専用パラメーターだ。一方、アス

タリスク「*」よりも後ろにある 2つのパラメーター dと eにキーワード専用パラメーターだ。間にあるパラメー

ター cは位置引数としても、キーワード引数としても値を渡せる。以下に例を示す。

位置専用パラメーターとキーワード専用パラメーターを持つ関数の呼び出し例

　上の例では、最初の 2行は例外を発生させることなく呼び出せる。これは最初の 2つの位置専用パラメーター

は位置引数を使って値を渡し、他のパラメーターにはキーワード引数形式で値を渡しているからだ。その下の 2行

は位置専用パラメーターにキーワード引数を使って値を渡そうとしたり、キーワード専用パラメーターに位置引数

形式で値を渡そうとしたりしているために例外が発生する。

　以下は Python 3.8.1上に Jupyter Notebook環境を構築して、その上で上記コードを実行した結果だ（3行

目と 4行目では例外の種類が違うので、環境がある方は試してみよう）。

実行結果
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デフォルト引数値

　関数のパラメーターには「デフォルト引数値」を持たせることができる。デフォルト引数値を持つパラメーター

は関数呼び出し時に、その値の指定を省略でき、省略した場合にはデフォルト引数値が指定されたものとして扱わ

れる。関数が多くのパラメーターを持ち、それらが一般には既定の値（デフォルト値）を指定すればよいという状

況ではデフォルト引数値を持たせると関数を呼び出す側が毎回毎回同じ値を指定する必要がなくなり、便利に使え

るようになる。

　デフォルト引数値はパラメーターリストの中で「パラメーター名 =デフォルト引数値」のようにして指定する。た

だし、デフォルト引数値を持つパラメーターは、それを持たないパラメーターよりもリストの中で後ろに置く必要が

ある。以下に例を示す。

デフォルト引数値を持つパラメーターを含んだ関数の例

　これは 2点間の位置を計算する関数だが、ある 1点と原点との距離を計算することはよくある。そのため、こ

こでは第 3パラメーターと第 4パラメーターでは原点を意味する整数値 0をデフォルト引数値として指定している。

　呼び出し例を以下に示す。最初の例では全ての引数を指定し、次の例ではデフォルト引数値を省略している（実

行結果は省略）。

パラメーターがデフォルト引数値を持つ関数の呼び出し例
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可変長引数

　関数に任意の個数の引数を渡せるようにもできる。これには可変長引数リスト（任意引数リスト）を使用する。

既に見た通り、Pythonでは引数渡しの方法に位置引数とキーワード引数の 2つの方法があるため、可変長引数

についてもこれらに対応したものがある。

• 可変長位置引数を受け取るパラメーター：パラメーターリスト内でアスタリスク「*」を前置してパラメーター

を置く

• 可変長キーワード引数を受け取るパラメーター：パラメーターリスト内でアスタリスク 2つ「**」を前置してパ

ラメーターを置く

　前者には、関数呼び出し時に関数に渡された位置引数のうち、パラメーターリストで対応するものを持たないも

のがタプルの要素として保管される。このパラメーターの名前としては「args」を使うのが一般的だ。同様に後者

には、関数呼び出し時に関数に渡されたキーワード引数のうち、パラメーターリストで対応するものを持たないも

のが辞書の要素として保管される。このパラメーターの名前としては「kwargs」を使うのが一般的だ。

　以下に例を示す。

可変長引数を受け取るパラメーターを持つ関数の例

　この例では、パラメーターaとbは位置引数としてもキーワード引数としても値を渡せる。これら2つがmyfunc2

関数を呼び出すのに必須のパラメーターとなる。そして、それ以上の引数が渡されたときには、位置引数はパラ

メーター argsに、キーワード引数はパラメーター kwargsに渡される。以下に例を示す。

myfunc2関数の呼び出し例

　最初の呼び出し例では、引数「1」と「2」はパラメーター aと bに位置引数として渡される。引数「3」はパ

ラメーター args（タプル）の要素となる。引数「x=4」はパラメーター kwargs（辞書）の要素「{'x': 4}」とな

る。2つ目の例では、パラメーター aと bにキーワード引数として値「1」と「2」が渡され、他の 2つのキーワー

ド引数はいずれもパラメーター kwargsに渡される。
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　実行結果を以下に示す。

 　　 実行結果

　なお、これらはパラメーターリストの末尾に置く。ただし、可変長位置引数を受け取るパラメーターは、パラメー

ターリスト中で位置引数の最後に置くことができる。その場合、それ以降のパラメーターはキーワード専用引数と

して扱われる。

　以下に例を示す。

可変長引数を受け取るパラメーターを関数定義の例（その 2）

　ここでは位置引数を受け取るパラメーターの最後として可変長位置引数を受け取るパラメーター argsを置いて

いる。そのため、パラメーター cにはキーワード引数形式でしか値を渡せないことに注意しよう。パラメーター

kwargsはそれ以外のキーワード引数を受け取る。呼び出し例を以下に示す。

myfunc3関数の呼び出し例

　1つ目の呼び出し例では、最初の 2つの引数がパラメーター aと bに渡され、残る 2つの位置引数はパラメー

ター argsの要素となり、キーワード引数「c=5」はパラメーター cに、残る 2つのキーワード引数はパラメーター

kwargsに渡される。

　一方、2つ目の呼び出し例では、キーワード引数として値を渡すしかないパラメーター cに値が渡されないため、

例外が発生する。



19 →目次に戻る

　　  実行結果

　可変長引数を受け取るパラメーターを持たせる際には、それをパラメーターリスト中のどこに置くかは注意しよう。

ラムダ式

　最後にラムダ式の定義についてもまとめておこう。ラムダ式は、1行で処理が終わる無名の関数を簡単に定義す

るのに使える。これは、関数の引数として関数を渡す場面などで便利に使える。つまり、関数本体が 1行で済む

ような関数を事前に定義することなく、関数が必要な場所ですぐに関数を定義して利用できる。

　ラムダ式の構文を以下に示す。

ラムダ式の構文

　「パラメーターリスト」にはそのラムダ式が必要とするパラメーターをカンマ区切りで並べる。「式」には、その

ラムダ式で実行する処理を単一の式で記述する。書けるのは単一の式のみなので、おのずとラムダ式（が定義す

る関数）で行える処理は極めて小規模なものになる。

　以下に例を示す。

ラムダ式の利用例
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　ここではmap関数の引数としてラムダ式を利用している。このラムダ式「lambda x: x ** 2」では先ほどの「パ

ラメーターリスト」には「x」のみを指定し、「式」の部分には「x ** 2」とそれを 2乗する式を書いている。この

式の評価結果が、ラムダ式の戻り値となる。つまり、これは以下の関数を定義して、map関数に渡しているのと

同じ意味になる。

上と同じ意味のコード

　ラムダ式を使った方が、コードが簡潔になることが分かる。なお、上記のmap関数呼び出しと、その結果（イ

テレータ）を list関数に渡してリストを生成する処理自体はリスト内包表記を使うと次のように書ける。

リスト内包表記で同じことを行う

　ここではラムダ式の使用例として、map関数を用いたが、実際にはこちらの書き方がよいだろう。

　最後にラムダ式を返す関数を定義する例も示しておこう。関数を返す関数の例も並記するので見比べてほしい。

ラムダ式を返す関数と関数を返す関数

　本章では関数定義についてまとめた。次章では、文字列やリスト、タプルなど、反復可能オブジェクトの操作に

ついてまとめる。
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　本章では Pythonを使う上では避けては通れない、文字列、リスト、タプル、辞書、集合の定義とその操作（演

算子、組み込み関数、メソッド）を見ていく（frozenset、バイト列などは省略する）。

文字列／リスト／タプル／辞書／集合の定義

　文字列（str）、リスト（list）、タプル（tuple）、辞書（dict）、集合（set）には次のような特性がある。

       文字列／リスト／タプル／辞書／集合の定義

［Pythonチートシート］
文字列／リスト／タプル／辞書／集合の操作編
Pythonが提供する標準的な反復可能オブジェクトとして、文字列、リスト、タプル、辞書、集
合の操作をギュギュッとまとめた。

かわさきしんじ，Deep Insider編集部（2020年 01月 21日）

https://www.itmedia.co.jp/author/208386/
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　また、これらは組み込み関数もしくはリテラルの形で定義できる。以下に定義例を示す。

  文字列／リスト／タプル／辞書／集合の定義
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　リスト、辞書、集合については内包表記を使って定義することも可能だ。

  内包表記の例

　なお、これらのオブジェクトの詳細については以下を参照されたい。

• 文字列：「Python入門」の「文字列の基本」「Pythonの文字列の操作」「文字列の書式指定」

• リスト：「Python入門」の「リストの基本」「リストの操作」「リストと繰り返し処理」

• タプル：「Python入門」の「タプル」

• 辞書：「Python入門」の「辞書」

• 集合：「Python入門」の「集合」

　以下では、これらのオブジェクトに共通する操作、オブジェクトに固有の操作を順に見ていこう。

演算子、組み込み関数による操作

　以下に文字列（str）、リスト（list）、タプル（tuple）、辞書（dict）、集合（set）に対して可能な演算と、そ

れらを引数に取る組み込み関数を一覧し、それぞれのデータ型でその操作を行えるかを○（可能）と×（不可能）

で示す。以下の表の「操作」列では「iter」を反復可能オブジェクトとし、「x」はその要素と同じ型の値、「n」「i」

「j」「k」「func」を乗算やインデクシング、スライシング、その他の操作で使用する値とする。なお、「dict」列で

「○」となっているものは、辞書の「キー」を対象とすることには注意しよう（例えば、「'x' in {'A': 'a', 'X': 'x'}」

は Falseとなるが、これは辞書に「'x'」というキーがないからだ）。一部の操作では、指定可能な引数を省略して

いるものもある。

https://www.atmarkit.co.jp/ait/subtop/features/di/pybasic_index.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1904/16/news013.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1904/19/news027.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1904/23/news015.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/subtop/features/di/pybasic_index.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1905/31/news015.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1906/04/news009.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1906/11/news007.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/subtop/features/di/pybasic_index.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1906/14/news015.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/subtop/features/di/pybasic_index.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1906/19/news017.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/subtop/features/di/pybasic_index.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1906/25/news015.html
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  反復可能オブジェクトの操作（演算子、del文、組み込み関数）
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　以下に例を示す。
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  反復可能オブジェクトの操作例
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反復可能オブジェクトのメソッド

　反復可能オブジェクトには変更可能（ミュータブル）なものと、変更不可能（イミュータブル）なものがある。

また、要素が順序を持つもの（シーケンス）と持たないものがある。こうした特性の違いに応じて、それらに対し

て呼び出し可能なメソッドが決まる。例えば、文字列とタプルはともに変更不可能な反復可能オブジェクトである

ため、呼び出せるのは indexメソッドと countメソッドのみとなる（変更可能かつ要素が順序を持つ反復可能オ

ブジェクトはリストのみであることから、以下の表に示すメソッドの多くはリストのみでサポートされている）。また、

辞書と集合は clearメソッドなど幾つかのメソッドを提供している。

　以下に文字列、リスト、タプル、辞書、集合で呼び出し可能／呼び出し不可能なメソッドを一覧する。以下の

表の「メソッド」列では「iter」を反復可能オブジェクトとし、「x」はその要素と同じ型の値、「i」を要素のイン

デックスを表す値とする。

   反復可能オブジェクトのメソッド
   △：辞書の reversedメソッドは Python 3.8で追加された。
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　以下に例を示す。



30 →目次に戻る



31 →目次に戻る

  反復可能オブジェクトのメソッドの使用例

　以下では、文字列、リストなど、それぞれの反復可能オブジェクトが持つ固有のメソッドについてまとめる。

リストに固有のメソッド

　リストに固有のメソッドを以下に示す（リストは「lst」と表記）。

    リストに固有のメソッド

　表に示した通り、リストに固有のメソッドは「破壊的な」（リスト自体の要素を書き換える）sortメソッドのみだ。

元のリストの順序を維持したまま、並べ替え後のリストがほしいときには組み込みの sorted関数を使用する。

　引数 keyは、上で見た sorted関数と同様に並べ替える際のキーを取得するために使用する。引数 reverseに

Trueを指定すると降順に、False（デフォルト値）を指定すると昇順に並べ替えが行われる。

　以下に例を示す。

  sortメソッドの使用例
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辞書に固有のメソッド

　辞書に固有のメソッドを以下に示す。以下の表では、辞書オブジェクトを「dct」と表記する。なお、辞書で実

装されているメソッドや操作のうち、上で紹介したものは省略している。

  辞書に固有のメソッド

　以下に幾つか例を示す。詳細な説明と例については「Python入門」の「辞書」を参照されたい。

  辞書に固有のメソッドの使用例

https://www.atmarkit.co.jp/ait/subtop/features/di/pybasic_index.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1906/19/news017.html
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集合に固有のメソッド／演算子

　集合に固有のメソッド／演算子を以下に示す。以下の表では、辞書オブジェクトを「st」と表記する。なお、集

合で実装されているメソッドや操作のうち、上で紹介したものは省略している。

  集合に固有のメソッドと演算子
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　以下に幾つか例を示す。詳細な説明と例については「Python入門」の「集合」を参照されたい。

  集合に固有のメソッドと演算子の使用例

文字列に固有のメソッド

　文字列に固有のメソッドを抜粋して以下に示す。以下の表では、文字列オブジェクトを「st」と表記する。なお、

文字列で実装されているメソッドのうち、上で紹介したものは省略している。また、文字列を返すメソッドは全て、

元の文字列を変更した新しい文字列を返送する。簡単なものは例を同時に示す。

https://www.atmarkit.co.jp/ait/subtop/features/di/pybasic_index.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1906/25/news015.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1904/23/news015.html
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   文字列に固有のメソッド

　大方のメソッドは例を表中に示したので、ここではmaketransメソッドと translateメソッドの使用例を示す。

　maketransメソッドには引数を 1つ指定する場合、2つ指定する場合、3つ指定する場合がある。

• 1つ指定：変換前の文字／変換後の文字を要素とする辞書を渡す

• 2つ指定：同じ長さの文字列を渡す。第 1引数が変換前の文字を表し、それが第 2引数の同じインデックス位

置にある文字に変換されるようなテーブルが作られる

• 3つ指定：第 1引数と第 2引数は 2つ指定の場合と同様。第 3引数に指定した文字列に含まれる文字は削除

されるようなテーブルが作られる

　translateメソッドに、maketransメソッドで作成したテーブルを渡すと、それに従って変換が行われる。

   maketransメソッドと translateメソッドの使用例

　formatメソッドについては「Python入門」の「文字列の書式指定」を参照されたい。

https://www.atmarkit.co.jp/ait/subtop/features/di/pybasic_index.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1904/23/news015.html
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　本章では Pythonプログラムでデータを扱う上では欠かすことのできない文字列、リスト、タプル、辞書、集合

の操作方法を圧縮してまとめた。次章ではクラス定義の基本についてまとめる。
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　本章ではクラスの定義の基本構文、クラス変数／クラスメソッド／スタティックメソッドの定義、プライベートな

属性、プロパティ、クラスの継承、多重継承の構文をまとめる。

　なお、クラス定義にまつわる詳細については「Python入門」の以下の記事などを参照されたい。

• クラスの基礎知識

• クラス変数／クラスメソッド／スタティックメソッド

• クラスの継承

• クラスのスコープとプライベートな属性

• 多重継承

• 多重継承とmixin

クラス定義の基本

　クラス定義の基本を以下に示す。

  クラス定義の基本構文

　このようにして定義したクラスは objectクラスの派生クラスとなる。

　__init__メソッドは、そのクラスのインスタンス（オブジェクト）を定義する際に、インスタンスが持つ属性（イ

ンスタンス変数）の初期化などを行うために使用する。インスタンスメソッドは、インスタンスを介して呼び出し可

能な操作である。

［Pythonチートシート］クラス定義編
クラスの定義の基本からさまざまな属性の定義、クラスの継承や多重継承まで、クラスに関わ
るさまざまな構文をギュッとまとめた。

かわさきしんじ，Deep Insider編集部（2020年 01月 21日）

https://www.atmarkit.co.jp/ait/subtop/features/di/pybasic_index.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1907/26/news020.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1907/30/news021.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1908/09/news035.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1908/23/news028.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1908/27/news027.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1909/03/news021.html
https://www.itmedia.co.jp/author/208386/
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　これらのメソッドの定義では第 1パラメーターには暗黙の「self」を置く（selfには初期化を行う対象となるイ

ンスタンス、またはメソッド呼び出しに使われたインスタンスが渡される）。メソッド内でインスタンスの属性にアク

セスする際には「self.属性」の形でアクセスする。また、（一般には）メソッドを呼び出す際には selfには引数の

形で値を与えることはない。

　クラスを定義すると、「クラスオブジェクト」が作成される。そのクラスのインスタンスを定義するにはクラス名に

かっこ「()」を付加して呼び出しを行う（クラスオブジェクトは「呼び出し可能なオブジェクト」であり、かっこを付

加することで呼び出し可能。この結果、__init__メソッドが呼び出されて、インスタンスの初期化が行われる）。

　以下にクラス定義の例を示す。

  クラス定義の例
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クラス変数／クラスメソッド／スタティックメソッドを持つクラス

　Pythonのクラスでは、インスタンス変数／インスタンスメソッド以外に以下を属性として持たせることができる。

• クラス変数

• クラスメソッド

• スタティックメソッド

　インスタンス変数とクラス変数の違いを以下の表に示す。

  インスタンス変数とクラス変数

　クラス変数はクラスが持つ変数で、その値は全てのインスタンスで共有される。クラス変数はクラス定義内に「ク

ラス変数名 = 初期値」として定義できる。クラス変数には「クラス .クラス変数」「インスタンス .クラス変数」な

どとしてアクセスできる。ただし、「インスタンス .クラス変数 = ……」として代入を行うと、クラス変数ではなく、

インスタンス内にクラス変数と同じ名前のインスタンス変数が定義されるので注意が必要だ。

　インスタンスメソッド、クラスメソッド、スタティックメソッドの違いを以下に示す。

  インスタンスメソッド／クラスメソッド／スタティックメソッド
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　クラスメソッドは、クラスに結び付けられたメソッドで、呼び出しには「クラス名 .クラスメソッド名 ()」あるいは

「インスタンス変数 .クラスメソッド名 ()」の構文を使う。クラスメソッドの定義では第 1パラメーターには（暗黙

の）「cls」を置く（clsにはクラス自体が渡される）。インスタンス変数の属性にはアクセスできず、クラス自身を

介した何らかの操作を行いたいときに定義する。クラスメソッドの定義では、一般にメソッド定義を「@

classmethod」デコレーターで修飾する。

　スタティックメソッドは、インスタンスともクラスとも結び付いていないメソッド。スタティックメソッドは「クラ

スを名前空間として、そこで定義された関数（メソッド）」と考えられる。その呼び出しは「クラス名 .スタティッ

クメソッド名 ()」または「インスタンス変数 .スタティックメソッド名 ()」という形式で行う。インスタンスメソッド

やクラスメソッドとは異なり、メソッド定義では暗黙の第 1パラメーターを持たない。スタティックメソッドの定義

では、一般にメソッド定義を「@staticmethod」デコレーターで修飾する。

　これらをまとめると次のようになる。

  クラス変数、クラスメソッド、スタティックメソッドを含んだクラス定義の構文
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　以下に例を示す。

  クラス変数、クラスメソッド、スタティックメソッドを含んだクラス定義の例

　この例では、instance_methodメソッドではクラス変数の値を読み取るのに「self.clsvar」としている。一方、

__init__メソッドではクラス変数の値を変更するのに「Foo.clsvar += 1」としている。読み取りに関しては「self.

clsvar」で構わないが、「self.clsvar」に代入をすると、それを行ったインスタンス内にクラス変数と同じ名前の

インスタンス変数を作ることになるので、__init__メソッドでは「Foo.clsvar += 1」としてクラス変数の値を変

更している。
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　また、cls_methodメソッドでは「cls.clsvar」としてクラス変数にアクセスしている。これによりクラス変数に

アクセスできる。なお、クラスメソッドは特定のインスタンスとは関連付けられておらず、暗黙の第 1パラメーター

clsにはクラス自体が渡される。

　static_methodメソッドは暗黙の第 1パラメーターに特定のインスタンスやクラスが渡されることはないので、

その内部でクラス変数にアクセスするには「クラス名 .クラス変数名」とするしかない。そのため、上の例では「Foo.

clsvar」としてアクセスをしている。

　このクラスのインスタンスを定義して、各メソッドを呼び出しているコードの下の方では、「b.clsvar += 1」とし

ているが、これによりインスタンス bに「clsvar」という「インスタンス変数」が作成されてしまう。そのため、

「b.clsvar」と「Foo.clsvar」ではその値が異なるようになる（興味のある方はコードを実行して確認してほしい）。

プライベートな属性

　外部に公開したくない属性（インスタンス変数、メソッド）をクラスが持つ場合、それらの名前はアンダースコ

ア「_」で始めるようにする。これはその属性が「プライベート」であることを意味する命名規約であり、それを

使わないようにすることはあくまでも「紳士協定」である。

　以下に例を示す。

  プライベートな属性の例

　最後の行で「f._name」としているように、アンダースコア「_」で始まる属性にも直接アクセス可能である。
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　あるいは、2つのアンダースコア「__」で始めることで、さらに強い効力を持たせることもできる。2つのアン

ダースコアで属性の名前を始めると、その名前で直接その属性にアクセスできなくなる（「_クラス名 __属性名」

のような名前で外部からは見えるようになる。これを「名前マングリング」あるいは単に「マングリング」と呼ぶ）。

　以下に例を示す。

  アンダースコア 2つで始めるより強制度の高いプライベートな属性の例

　この場合も、「f._Foo__name」とすれば、クラス内部で「__name」として定義されているインスタンス変数

にアクセスは可能だが、以前のように「__name」で外部からはアクセスできなくなる。

プロパティ

　プライベートな属性と、それらにアクセスするためのメソッド（インタフェース）を用意することはよくある。それら

は上のような方法でも実現可能だが、Pythonでは「プロパティ」と呼ばれる機構を用いて、これを実現できる。

　プロパティを設定するには組み込みの property関数を使用するか、@propertyデコレーター（セッタ、ゲッ

タなどのデコレーター指定）を使用する。

　property関数の構文を以下に示す。

  property関数
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　fgetにはプロパティの値を読み出すためのメソッドを、fsetにはプロパティの値を設定するためのメソッドを、

fdelにはプロパティの値を削除するためのメソッドを、docにはプロパティのヘルプ文字列（docstring）を指定

する。

　以下に例を示す。

  property関数の使用例

　この例では、__init__メソッドでプライベートなインスタンス変数 __nameの値を初期化して、その後は get_

propメソッドと set_propメソッドを介して、その値をやりとりするようなコードになっている。しかし、クラス定

義の最後では property関数を使用して、プロパティの値の読み取りは get_propメソッドで行い、書き込みは

set_propメソッドで行うように指定し、その戻り値を name属性に代入している。これにより、「インスタンス変

数 nameを使ってその値を読み書きする」体裁で、これらのメソッドを使った値の読み書きを行えるようになる。
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　@propertyデコレーターを使用する例を以下に示す。

   @propertyデコレーターの使用例

　@propertyデコレーターを使用する場合には、@propertyデコレーターで修飾したメソッドが値を読み取るた

めに使われる（ゲッタ）。そのメソッドと同じ名前のメソッドを定義して、「@メソッド名 .setter」デコレーター（こ

の場合は「@name.setter」デコレーターとなる）で修飾することで、それがプロパティの値を設定するために使

われる（セッタ）。「@メソッド名 .deleter」デコレーターで修飾したメソッドがあれば、それはプロパティの値を

削除するために使われる。

クラスの継承

　クラスを継承するには、class文で基底クラスを指定する。その基本構文は次のようになる。

  クラス継承の基本構文
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　このとき、派生クラスでは基底クラスのインスタンスの初期化も忘れずに行う必要がある。一般には組み込みの

super関数を使用して、基底クラスへの参照を受け取り、その __init__メソッドを明示的に呼び出す。

　基底クラスで既に定義されているメソッドと同名のメソッドを派生クラスで定義（オーバーライド）するときには、

基底クラスの同名メソッドを呼び出す必要があれば、上と同様に組み込みの super関数を使う。

　以下に例を示す。

  クラス継承の例
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多重継承

　複数のクラスを基底クラスとして、派生クラスを定義するには class文で基底クラスを複数指定する。

  多重継承

　以下に例を示す。

  多重継承の例

　この例では、クラスCとクラスDはともにクラスAとクラスBを基底クラスとして多重継承を行っている。ただ

し、基底クラスの指定の順番が異なっている。このときに、クラスCとクラスDのインスタンスで、helloメソッド

を呼び出すと、実際に呼び出されるメソッドが異なるものになる。

  クラスCとクラスDでは呼び出される helloメソッドが異なる

　多重継承時に、基底クラスのどのメソッドが呼び出されるかはMRO（Method Resolution Order：メソッド

解決順序）を調べることで分かる。MROは各クラスの __mro__属性の値を調べるか、mroメソッドを呼び出す

ことで調べられる。なお、MRO自体は多重継承ではない場合（単一継承の場合）でも存在するが、そのときに

は継承階層が一直線になるのでメソッド呼び出しやインスタンス変数のアクセスはシンプルなものになる。
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   クラスCとクラスDのMROを調べる

　この例では、クラスCではメソッドを呼び出す際には「クラスCで定義されているメソッド→クラスAで定義さ

れているメソッド→クラスBで定義されているメソッド→ objectクラスで定義されているメソッド」という順番で

検索が行われ、呼び出そうとしたメソッドの名前が見つかったところで、そのメソッドが呼び出される。クラスD

の場合は「D→ B→ A→ object」の順で検索が行われる。そのため、呼び出されるメソッドが異なることになる。

　__init__メソッドの呼び出し時に組み込みの super関数を使って基底クラスのインスタンスの初期化を行おう

としたときにも、MROに沿って順番にメソッドが検索されるので、多重継承しているときにインスタンスの初期化

を行う際には、このことに注意して全てのインスタンス変数を初期化できるようにする必要がある。

　本章ではクラス定義にまつわる要素をまとめた。次章ではファイル操作についてまとめる。
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　ファイルを扱う上での基本となる組み込みの open関数、with文との組み合わせ、テキストファイルの読み書き、

バイナリファイルの読み書きについて見ていこう。

　なお、ファイルの操作については以下の記事も参考にしてほしい。

• ファイル操作の基本

• バイナリファイルの操作

ファイルのオープンとクローズ

　ファイルは組み込みの open関数を用いてオープンし、それに対して読み込み、書き込みを行った後、クローズ

するのが通常のファイル操作の手順となる。その流れを以下にまとめる。

  ファイル操作の流れ

　あるいは、with文を使用することで、ファイルのクローズを自動的に行うことも可能だ。

  with文を利用したファイル操作の流れ

　with文でファイルを扱うときには、そのブロックが終了すると、ファイルが自動的にクローズされる。with文は

ファイル操作中に例外が発生しても、そのクローズが確実に行えるので、こちらの使い方が推奨されている。

［Pythonチートシート］ファイル操作編
ファイルのオープンとクローズ、with文を使った書き方からテキストファイルやバイナリファイル
の読み書き、structモジュールまでをギュッとまとめた。

かわさきしんじ，Deep Insider編集部（2020年 02月 04日）

https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1909/17/news030.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1910/01/news020.html
https://www.itmedia.co.jp/author/208386/
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　ファイルのオープンに使用する組み込みの open関数の構文は次のようになっている。

   open関数

　それぞれのパラメーターの意味は以下の通り。

• file：ファイル名またはファイル記述子を与える

• mode：ファイルをオープンするモード。デフォルト引数値は 'r'で、これはファイルをテキストモードで読み込

み用にオープンすることを意味する（'rt'と同じ）。詳細は後述

• buffering：バッファリング方法の指定。指定可能な値は 0（バッファリングを行わない）、1（1は行単位のバッ

ファリングを行う。テキストファイルでのみ有効）、1以上の整数（バッファサイズをバイト単位で指定）となっ

ている

• encoding：テキストファイルの読み書きで使用するエンコーディングを指定

• errors：テキストファイルの読み書きでエンコード／デコードに失敗したときの対応を指定。指定可能な値は

'strict'（ValueError例外を発生）、'ignore'（無視）など

• newline：テキストファイルの読み書きにおけるユニバーサル改行モードの動作を制御する。詳細は newline

パラメーターの説明を参照のこと

• closefd：fileパラメーターにファイル記述子が与えられた場合に、ファイルクローズ時にそのファイル記述子

（が参照するファイル）もクローズするかどうかを指定する。Trueを指定すると元のファイル記述子もクローズ

され、Falseを指定すると元のファイル記述子はオープンされたままとなる

• opener：ファイルのオープンに利用する呼び出し可能オブジェクトを指定する

　modeパラメーターには以下を指定できる。

• 'r'：読み込み用にオープン

• 'w'：書き込み用にオープン

• 'x'：ファイルを新規に作成して、書き込み用にオープン。指定したファイルが既にあればエラーとなる

• 'a'：追加書き込み用にオープン

• 't'：テキストファイルをオープン（テキストモード）

• 'b'：バイナリファイルをオープン（バイナリモード）

• '+'：'r'／ 'w'／ 'a'／ 'x'に付加して、ファイルを更新用にオープン（読み込み／書き込み両用でオープン）

　'+'は 'r'、'w'、'a'、'x'と一緒に指定して、そのファイルを読み書き両用にオープンする。

https://docs.python.org/ja/3/glossary.html#term-universal-newlines
https://docs.python.org/ja/3/library/functions.html#open-newline-parameter
https://docs.python.org/ja/3/library/functions.html#open-newline-parameter
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• 'r+'：既存ファイルの先頭をファイル位置とする。指定した名前のファイルがなければエラーとなる

• 'w+'：ファイルを新規に作成するか、既存のファイルをオープンして、その内容を全て削除する。ファイルの先

頭がファイル位置になる

• 'a+'：ファイルを新規に作成するか、既存のファイルをオープンして、末尾をファイル位置とする（新規ファイ

ルの場合はファイル末尾＝ファイル先頭となる）

• 'x+'：ファイルを新規作成して、そのファイルを読み書き両用にオープンする

テキストファイルの読み書き

　open関数でmodeパラメーターに 'rt'（または単に 'r'）を指定するとテキストファイルを読み込み用にオープン

できる。modeパラメーターに 'wt'などを指定すると、テキストファイルを書き込み用にオープンできる。Python

のテキストファイルは「文字列の読み書き」を行う。整数など、文字列以外のものをファイルに書き込むには書式

化して、文字列に埋め込む必要があるので注意しよう。

　テキストファイルを読み込むメソッドとしては以下がある。

• readメソッド：ファイルの内容を全て読み込む。戻り値は 1つの文字列

• readlineメソッド：ファイルから 1行を読み込む。戻り値は 1つの文字列

• readlinesメソッド：ファイルの内容を全て読み込む。戻り値は、各行を要素とするリスト

　これらのメソッドはファイルの末尾まで読み込みが終わると、その後に呼び出しを行うと空文字列を返す。空文

字列は「偽」として扱われるので、これを使ってループの繰り返しを制御できる（ファイル中の空行には改行文字

のみが含まれるので、空文字列とはならない）。また、open関数の戻り値であるファイルオブジェクト自身はその

各行を返送する反復可能オブジェクトとしても使用できる。

　テキストファイルに書き込みを行うメソッドとしては以下がある。

• writeメソッド：引数に渡した「文字列」をファイルへ書き込む。戻り値は書き込んだ文字数

• writelinesメソッド：引数に渡した反復可能オブジェクトの内容をファイルへ書き込む。戻り値はなし。各要素

の末尾に改行文字が追記されることはないので、改行したいときには末尾に改行を自分で追加する必要がある

　これらのメソッドでは、sizeパラメーター（読み込む文字数）や hintパラメーター（読み込む行数。readlines

メソッドの場合）を指定できる。
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　modeパラメーターに 'wt'を指定した場合を例として、これらのメソッドの使い方を以下に示す。

  テキストファイルの読み書きの例

　上の例では、ファイルオブジェクトの seekメソッドを用いて、各行の表示が終わった後にもう一度ファイル先頭

にファイル位置を移動するようにしている。ファイルオブジェクトが持つその他のメソッドについては Pythonのド

キュメント「io --- ストリームを扱うコアツール」にある「TextIOBase」などを参照のこと。例えば、現在のファ

イル位置を知る「tellメソッド」などがある。

https://docs.python.org/ja/3/library/io.html#module-io
https://docs.python.org/ja/3/library/io.html#io.TextIOBase
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バイナリファイルの読み書き

　バイナリファイルの読み書きを行うには、open関数のmodeパラメーターに 'b'を付加する。'rb'ならバイナリ

ファイルの読み込みを、'wb'ならバイナリファイルへの書き込みを意味する。バイナリファイルの内容は bytes型

のデータとしてやりとりをする。

　バイナリファイルの読み込みを行うメソッドには以下がある。

• readメソッド：バイナリファイルの内容を全て読み込む。sizeパラメーターに値を指定した場合、最大で指定

したバイト数を読み込む

• readallメソッド：バイナリファイルの内容を全て読み込む

• readintoメソッド：引数に渡した bytearrayオブジェクトに、読み出した内容を書き込む

　バイナリファイルへの書き込みを行うメソッドには以下がある。

• writeメソッド：バイナリファイルにバイトオブジェクトを書き込む

　読み込んだデータは bytes型（または bytearray型）のオブジェクトなので、それらを使用する際には何らか

の型のデータへと変換する必要がある。例えば、文字列なら decodeメソッドでそれらを文字列にデコードできる。

逆に書き込みを行う際には、元のデータを bytes型のデータに変換する必要もある。例えば、文字列であれば、

encodeメソッドで bytes型のデータに変換できる。整数なら to_bytesメソッド、from_bytesメソッドで bytes

型の値との変換が行える。
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　以下にバイナリファイルの読み書きの例を示す。

  バイナリファイルの読み書きの例

　ここではファイルをバイナリ書き込みモードでオープンした後、文字列 'Hello Python'を encodeメソッドでエ

ンコードしたものをwriteメソッドで書き込んでいる。次に、リスト [0, 1, 2]の各要素を int型の to_bytesメソッ

ドで bytesオブジェクトに変換し、それらをやはりwriteメソッドで書き込んでいる。

　to_bytesメソッドを呼び出す際には第 1引数に bytesオブジェクトに変換後の bytesオブジェクトのバイトサ

イズを（ここでは 2バイトのデータに変換）、第 2引数にバイトオーダー（bytesオブジェクトに変換された整数

の各バイトの並び順）を指定する。ここでは 'little'（リトルエンディアンと呼ばれるバイトオーダー）を指定してい

る。書き込んだデータを読み込んで復元する際にはバイトオーダーが一致している必要がある点には注意が必要だ。

　バイナリファイルからの読み込みでは、文字列の書き込み時に得たwriteメソッドの戻り値（書き込んだバイト

数）を使って、バイナリファイルから文字列に相当するバイトデータを読み込み、それを decodeメソッドで復元

している。その後は、while文を使って 2バイトずつ読み込んで、今度は int型の from_bytesクラスメソッドを

使って、読み込んだバイトデータを整数に変換している。
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structモジュール

　バイナリファイルの読み書きでは、このように書き込みを行うデータをbytes型に変換し、読み込んだバイトデー

タはもともとのデータ型に戻す必要がある（float型にはこうした処理をサポートするメソッドはない）。これを簡

単に行うために structモジュールが用意されている。

　structモジュールでは書式文字列と呼ばれる文字列を使って、複数のデータを単一のバイトオブジェクトに変換

したり、逆にバイトオブジェクトから各データを復元したりできる。

　書式文字列の先頭ではバイトオーダーの指定を行う。このときには、主に以下の 2つが使える。

• <：リトルエンディアン

• >：ビッグエンディアン

　また、その後には以下に示す書式指定文字を用いて、バイトオブジェクトに含まれるデータの型を指定する。

   　　 structモジュールで指定可能な書式指定文字（一部）

　同じ型のデータが続くときには、その前に繰り返しの回数を指定できる。例えば、「4i」は「4個の符号付き整

数」つまり「iiii」と同じものと解釈される。「s」の前に整数値を指定した場合、それはその文字列の長さを意味

する。「12s」なら「12文字の文字列」となる。

　例えば、先ほどの文字列 'Hello Python'と [0, 1, 2]の各要素をバイトオブジェクトへ変換するコードを以下に

示す。

https://docs.python.org/ja/3/library/struct.html#module-struct
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　structモジュールを使用した文字列と整数値のバイトオブジェクトへのパックの例

　ここでは文字列 packstrの内容は「<12s3h」となる（「len('Hello Python')」の戻り値は 12）。これは「リト

ルエンディアンで、12文字の文字列、3つの符号付き整数」を表している。

　バイト型への変換には、上に示した通り、pack関数を使用する。pack関数の呼び出し時には、第 1引数に書

式文字列を（ここでは packstr）、その後に続けてバイトオブジェクトに変換したいオブジェクトを並べていく。こ

のとき、文字列は encodeメソッドであらかじめバイトオブジェクトに変換しておく必要がある。

　逆に、バイトオブジェクトからデータを復元するには unpack関数を使用する。unpack関数の呼び出し時には

第 1引数に書式文字列を、第 2引数に復元したいバイトオブジェクトを渡す。復元されたデータはタプルの要素

として返される。以下に例を示す。

  structモジュールを使用したバイトオブジェクトの復元の例

　注意点としては、unpack関数で取り出した文字列に対応するデータはまだバイトオブジェクトのままなので、

decodeメソッドで文字列に復元する必要がある点だ。

　このことを利用して、バイナリファイルとのやりとりを簡単に行える。
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  structモジュールを利用して、バイナリファイルの読み書きを行う例

　本章ではファイルの読み書きをまとめた。次章ではこれまでにまとめていない要素のうち、重要なものを幾つか

取り上げることにする。
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　本章ではこれまでに取り上げてこなかった要素のうち、モジュールとパッケージ、例外についてまとめていく。

　なお、モジュールやパッケージの詳細については「Python入門」の以下の記事を参考にしてほしい。

• 「モジュールの使い方」

• 「モジュールの作り方」

• 「パッケージ」

　例外については同じく「Python入門」の以下を参考にしてほしい。

• 「例外と例外処理の基礎」

• 「例外の送出と例外クラス」

モジュールとパッケージのインポート

　モジュールやパッケージをインポートするには import文を使用する。その主な構文を以下に示す。なお、以下

ではモジュール名やパッケージ名を記述する際に単に「モジュール名」とだけ示すことがある。パッケージ内のサ

ブパッケージなども含める際には「パッケージ名」と書くこともある。

　　  モジュールやパッケージのインポート

［Pythonチートシート］モジュール／例外編
モジュールやパッケージのインポート、それらの作成方法、例外の捕捉と送出の基本について
ギュッとまとめた。

かわさきしんじ，Deep Insider編集部（2020年 02月 10日）

https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1907/02/news009.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1907/05/news022.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1907/09/news010.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1909/06/news019.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1909/10/news013.html
https://www.itmedia.co.jp/author/208386/
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　以下に例を示す。

  モジュールやパッケージのインポートの例

　モジュール（やパッケージ）をインポートした場合、そこで定義されている変数や関数、クラスには「モジュー

ル名 .関数名」「モジュール名 .クラス名」のようにしてアクセスする必要がある。以下に例を示す。

  sysモジュールの version属性の値を表示（実行環境の Pythonのバージョンを調べる）

　「from モジュール名 import *」形式では、そのモジュール内で定義されている全ての属性をインポートされる。

ただし、この形式だと、現在の名前空間にプログラマーが関知していない多くのものを追加することになり、意図

しないうちにそれらが上書きされて、プログラマーが意図したオブジェクト以外のオブジェクトを参照することに

なったり、どのモジュールで定義されているものかがコードを読む側にハッキリとしなかったりすることがある。そ

のため、この形式でのインポートは一般には推奨はされていない。
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モジュールでの名前の公開（エクスポート）

　自分でモジュールを作成する際には、基本的にはそこで定義されているもの全てが、他のモジュールに対して公

開される。外部に公開したくないものを制御するには以下の 2つの方法がある。

• 公開したくないものの名前をアンダースコア「_」で始め、それが内部使用目的であることを示す

• __all__変数で外部に公開するものの名前を明記する。__all__変数には公開するものの名前（文字列）を

リストに列挙する

　これらはあくまでも「from モジュール名 import *」形式でインポートを行った際に、特定の名前がインポート

されるかどうかを制御するものであり、「from モジュール名 import 特定の名前」としてインポートすることを妨

げるものではないことには注意。

　公開したくないものを制御する例を以下に示す。

  アンダースコア「_」を使った命名と __all__変数によって公開するものを制御する例

　このコードを含んだモジュールの名前を「mymod.py」として保存し、これを利用する側でインポートする例を

幾つか示す。

  「from mymod import *」する例

　この場合は、_bar関数は名前がアンダースコアで始まるために、baz関数は __all__変数の要素に含まれてい

ないために、どちらも呼び出そうとするとエラー（NameError例外）が発生する。
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　ただし、上の例で公開されていなかったものでも、「from モジュール名 import 特定の名前」形式でインポート

することは可能だ。

  公開したくないものでもインポートされる可能性はある

パッケージでの名前の公開（エクスポート）

　パッケージは一般にフォルダを使って、複数のモジュール（.pyファイル）を構造化したものになる。パッケージ

を作成する際にはフォルダごとに __init__.pyファイルを置く。これは空でもよいが、何らかの初期化処理を行う

こともできる。

　ここでは以下の構造を持つパッケージを例とする。

サンプルのパッケージ

　mypkgがパッケージのトップレベルにあり、その下にサブモジュールを含んだ「module1.py」ファイルと、サ

ブパッケージである「subpkg」フォルダがあり、その中にはサブサブモジュールを含んだ「module2.py」ファイ

ルがある。各フォルダには __init__.pyファイルがある。
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　module1.pyファイルのコードを以下に示す。

  module1モジュールのコード（mypkg/module1.pyファイル）

　module2.pyファイルのコードは次の通りだ。

  module2モジュールのコード（mypkg/subpkg/module2.pyファイル）

　2つの __init__.pyファイルの内容はここでは空とする。

　この場合、利用者側では以下のようにしてパッケージ、そのサブモジュールなどをインポートできる。

  パッケージのインポートの例

　ただし、「import mypkg」としてトップレベルをインポートした場合、実際にはそのサブモジュールは利用でき

ない（このコードはmypkgと同じ階層に例えば「test.py」のようにして置いたものとする）。

  パッケージのトップレベルをインポートしたが、subpkgはロードされていない

　これはサブモジュールやサブパッケージが実行環境にロードされ、mypkgの属性として設定されていないから

だ。トップレベル（あるいはその下層レベル）をインポートしたときに、サブモジュールやサブパッケージがロード

されて、「パッケージ名 .サブモジュール名 .関数名」のようにして利用できるようにするには、__init__.pyファ

イルに初期化処理を記述する。



65 →目次に戻る

　初期化処理では、サブモジュールやサブパッケージを __init__.pyファイル内部でインポートする。トップレベル

の __init__.pyファイルにこれを記述した例を以下に示す。

  トップレベルの __init__.pyファイルの内容（mypkg/__init__.pyファイル）

　こうすることで、mypkgパッケージのインポート時に、module1サブモジュールと subpkgサブパッケージが

ロードされるようになる。そのため、以下のようにmodule1サブモジュールの関数を呼び出せる。

  mypkg.module1.hello関数は呼び出せるが、mypkg.subpkg.module2.goodbye関数は呼び出せない

　ただし、subpkgサブパッケージにあるmodule2サブモジュールはロードされていないので、そこで定義されて

いる関数は呼び出せる例外が発生する。これには subpkgフォルダにある__init__.pyファイルで以下のようにモ

ジュールをインポートすればよい。

  サブパッケージの __init__.pyファイルの内容（mypkg/subpkg/__init__.pyファイル）

　__init__.pyファイルはモジュールやパッケージのインポート時に自動的に実行されるので、mypkg/__init__.

pyファイルにより、subpkgがインポートされるタイミングで、mypkg/subpkg/__init__.pyファイルも実行され

る。こうしたロードの連鎖により、うまくパッケージのインポートが行えるようになっている。なお、パッケージ内

のサブモジュールやサブパッケージをトップレベルのパッケージ名から指定してインポートすることを「絶対イン

ポート」と呼ぶ。

　このようにして、__init__.pyファイルに上の初期化処理を書けば、mypkgパッケージをインポートするだけで、

パッケージ内で定義されたものを利用できるようになる（あるいは、トップレベルの __init__.pyファイルで今述べ

たことに相当するコードを記述してもよい）。

  mypkgパッケージを利用するコード（test.pyファイル）



66 →目次に戻る

　__init__.pyファイルでは、既に述べたように、「from パッケージ名 import *」を実行する際に、何をインポー

トするのかを __all__変数で指定することもできる。

　ここでは、例としてトップレベルの __init__.pyファイルのコードを以下のようにしてみよう。

  書き換えた後のトップレベルの __init__.pyファイルの内容（mypkg/__init__.pyファイル）

　これはトップレベルで、hello関数（module1サブモジュール）と goodbye関数、test関数（subpkg.module2

サブモジュール）をインポートしている。インポートすることにより、その名前が外部に公開されるので、これらは

「from mypkg import hello」のようにしてインポートできる。その一方で、__all__変数には 'hello'と 'test'の

みを要素とするリストを代入しているので、「from mypkg import *」形式のインポートでは goodbye関数はイ

ンポートされない。

　なお、ここで行っている「from .module1 import hello」のようなインポートの仕方を「相対インポート」と呼ぶ。

モジュール／パッケージの名前の前にあるドット「.」はパッケージ内で「そのファイル（ここでは __init__.pyファイ

ル）と同じ階層にある」ことを意味する。mypkg/__init__.pyファイルと同じ階層にはmodule1モジュール

（module1.pyファイル）と subpkgサブパッケージ（subpkgフォルダ）があるので、ここではこのように記述して

いる。パッケージ階層が深いときには、「..」「...」のようにして上位の階層を指定していくことも可能だ。

　「from mypkg import *」形式でインポートを行う例を示す。

  「from mypkg import *」形式では goodbye関数がインポートされない
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　これに対して、次のコードなら goodbye関数もインポートできる。

  名前を明示すれば goodbye関数もインポート可能

例外

　プログラムの実行時に発生する例外を処理するには、try文を記述する。構文を以下に示す。

  try文の構文

　try節には例外を発生する可能性があるコードを記述する。その後には、except節で個別に例外を捕捉して、そ

れを処理するコード（例外ハンドラ）を記述する。except節は必要に応じて、複数記述できる（finally節がある

ときには省略可）。また、else節には例外が発生しなかったときに実行するコードを記述する（省略可）。最後の

finally節では例外が発生したかどうかに関係なく、最後に処理をすべきコードを記述する（except節があるとき

には省略可）。

　except節に記述する例外クラスは、個々の例外に対応したクラスであり、BaseExceptionクラスを頂点とし

た階層構造を持つ。ただし、Pythonプログラムの実行時に発生する例外の多くは Exceptionクラスから派生す

る。そのため、通常の例外処理では Exceptionクラスを捕捉する exception節を最後に置くことで、ほぼ全ての

例外を捕捉して処理できる。
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　except節には例外階層の下位にあるクラスから並べていく必要があることには注意すること。例えば、

ZeroDivisionError例外クラスは、ArithmeticErrorクラスの派生クラスだが、それらを捕捉したいときに次のよう

に書くと、ZeroDivisionError例外が ArithmeticErrorクラスの例外ハンドラ（except節）で捕捉されてしまう。

  except節には例外クラスのクラス階層の下位にあるものから記述しないといけない

　例外を発生させるには raise文を使用する。

   raise文の構文

　1つ目の構文は例外を発生させる典型的な構文で、例外クラスを関数のように呼び出して、そこに発生した例外

に関する情報を与える。2つ目の構文は、多くの場合、例外処理の際に新たに例外を発生させる場合に使用する。

「from」の後には現在処理している例外を表すオブジェクト（except節で受け取ったもの）を書き、それとは別

の例外クラスを新規に生成することになる。
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　例外処理の例を以下に示す。

  例外処理の例

　この例では、ユーザーの選択に応じて、何種類かの例外を発生させて、それを処理するか、例外を発生させない

か、例外を処理する中で再度例外を生成させるかのいずれかを行うようになっている。なお、例外オブジェクトを

「e.__class__.__name__」としているのは例外オブジェクトのクラス名を調べて、その名前を取り出す処理だ。

　興味のある方は except節にある ZeroDivisionError例外の捕捉とArithmeticError例外の捕捉の順番を逆

にするなどしてみてほしい。

　最後に、既に述べたが例外クラスは一般にExceptionクラスの派生クラスとなる。そのため、例外クラスを自

作する必要があるときには、以下のように基底クラスにExceptionクラスを指定する。
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   例外クラスの定義の例

　このとき、例外クラスの名前は「Error」で終わらせるのが推奨されている。

　本章ではモジュールとパッケージ、例外についてまとめた。次章では Pythonの特殊メソッドについてまとめる。
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　Pythonでは、クラスの定義時に、そのクラスのインスタンスの振る舞いを細かく調整するためにさまざまな「特

殊メソッド」が提供されている。今回はこれらについて見ていこう。

特殊メソッドとは

　Pythonのクラスでは「特殊メソッド」と呼ばれるメソッドを定義（オーバーライド）できる。特殊メソッドとは、

各種の演算子や組み込み関数などの操作の対象として、独自のクラスを利用できるようにするための仕組みだと考

えられる。つまり、クラスを自分で定義しているときに、適切な名前の特殊メソッドを適切にオーバーライドするこ

とで、例えば、次のような処理が可能になる。

• インスタンスの生成と初期化

• インスタンス同士の比較

• 他の型への変換

• 数値として演算

• 反復可能オブジェクト（コンテナ）的な動作

• 関数的な動作

　特殊メソッドの名前は、特定の処理を示す名前を、2つのアンダースコア「__」で囲んだものになる。例えば、

「__init__」は「インスタンスの初期化」を意味する「init」を「__」で囲んだものになっている。

　特殊メソッドは非常に多いので、以下ではその幾つかを抜粋して紹介していく。

［Pythonチートシート］特殊メソッド編
インスタンスの初期化など、オブジェクトの振る舞いをプログラマーが細かく調整するために使
用できる特殊メソッドについてギュッとまとめた。

かわさきしんじ，Deep Insider編集部（2020年 02月 18日）

https://www.itmedia.co.jp/author/208386/
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インスタンスの生成と破壊

　上でも軽く触れたように、クラスのインスタンス（オブジェクト）を初期化するための __init__メソッドは、特

殊メソッドの代表的な例である。Pythonでは、インスタンスの生成や破壊に関する特殊メソッドとして次のような

ものがある。

  インスタンスの生成と破壊に関連する特殊メソッド

　__new__メソッドは、クラスのインスタンス生成をカスタマイズする際に定義する。暗黙の第 1パラメーター

には「self」ではなく「cls」を指定する。インスタンスの生成自体は、親クラスの __new__メソッドを呼び出し

て、cls（とその他の引数）を指定する、つまり「super().__new__(cls, ……)」とするのが典型的なやり方だ。

加えて、__new__メソッドでしか行えないインスタンスの初期化も行える（後述）。

　__init__メソッドは、既にご存じの通り、インスタンスの初期化を行うために使用する。__new__メソッドを

定義した場合、そこで作成されたインスタンスは __init__メソッドへと引き渡される。

　__del__メソッドは、インスタンスが破壊されるタイミングで自動的に呼び出される。特殊なリソースを破壊す

る必要があるようなときには、これを定義する必要があるだろう。注意点は、このメソッドが呼び出されるタイミ

ングだ。つまり、「del インスタンス」を実行したタイミングで呼び出されるわけではない。インスタンスが破壊さ

れる（このメソッドが呼び出される）のは、それに結び付けられている名前がなくなった時点なので注意しよう。ま

た、基底クラスで __del__メソッドが定義されているのであれば、それらを呼び出して、オブジェクトの破壊が確

実に行われるようにする必要がある。
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　以下に例を示す。

  __new__／ __init__／ __del__メソッドの使用例

　この例では、__new__メソッドで「super().__new__(cls)」によりインスタンスを作成した後、「attr」とい

う名前の属性（インスタンス変数）を定義して、それを戻り値として返送している。__init__メソッドでは、これ

を受け取り、それに対して「name」という名前の属性を設定している。これにより、このインスタンスは 2つの

属性を持つことになる。

　クラス定義後のコードでは、このクラスのインスタンスを生成して、それを 2つの変数に代入している。そのた

め、「del foo」「del bar」の 2つを実行してインスタンスに関連付けられた名前がなくなるまでは、__del__メ

ソッドが呼び出されることはない。

　__new__メソッドはインスタンス生成に、__init__メソッドはインスタンスの初期化に使うが、これらをまとめ

ずに 2つのメソッドとしている理由の一つとして、__init__メソッドでは「変更不可能なオブジェクトを初期化で

きない」ことが挙げられる。変更不可能なクラスのインスタンス生成処理においては、それが生成された時点で変

更不可能なので、その初期化は __init__メソッドが呼び出されるよりも前に行う必要がある。つまり、そうしたイ

ンスタンスの生成と初期化は __new__メソッドで行う。
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　以下に例を示す。これは tupleクラスを継承して、反復可能オブジェクトを受け取り、「(インデックス , 要素 )」

で構成されるタプルを要素とするタプルを生成するクラスだ。

  NumberedTupleクラス

　__new__メソッドでは、enumerate関数を使って「(インデックス , 要素 )」というタプルを要素とするリスト

を作成して、それを親クラス（tupleクラス）の __new__メソッドに渡している。これにより、番号付きのタプル

を生成できるようになる。このような変更不可能な型を基に派生クラスを定義するような際には、__new__メソッ

ドでインスタンス生成と初期化の処理を独自に行う必要があるだろう。

　インスタンスを別の型のオブジェクトに変換するのに使える特殊メソッドもある。

  インスタンスを別の型のオブジェクトに変換するための特殊メソッド

　__repr__メソッドと __str__メソッドはどちらも「オブジェクトを文字列化」する際に、repr関数や str関数

から呼び出されるが、その違いは前者は「オブジェクトの公式な文字列表現」を得るために、後者は「オブジェク

トの非公式な文字列表現」を得るために使う点だ。「オブジェクトの公式な文字列表現」とは、eval関数などに

その表現を渡すことで、元の値と同じものを得られるような表現（もしくは、詳細なオブジェクト情報）のこと。

「オブジェクトの非公式な文字列表現」とはよりシンプルで読みやすい形でオブジェクトを表したものになる。
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object.__str__メソッドは、object.__repr__メソッドを呼び出すので、__repr__メソッドのみをオーバーライ

ドして、__str__メソッドをオーバーライドしなかったときには、str関数や print関数でそのオブジェクトを文字

列化しようとすると、__repr__メソッドの結果が得られる。

　以下に例を示す。このクラスは文字列として、数値を格納し、必要に応じてそれらを各データ型に変換できるよ

うにしている（先頭にあるのは、float型の値に変換可能かを簡易的に調べるスタティックメソッド。float型に変

換可能なら、int型にも変換できるので、ここでは受け取った文字列のチェックに使っている）。

 他のデータ型への変換の例
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　ここでは bool／ float／ int／ repr関数にこのクラスのインスタンスを渡したときに、呼び出されるメソッドを

オーバーライドした。実際のコードは簡単なので説明は省略する。基本的には、対応する演算を行って、その結

果を文字列化したものからこのクラスのインスタンスを生成しているだけだ。注意したいのは、__str__メソッド

はオーバーライドしていないので、str関数にこのクラスのインスタンスを渡すと、最終的にこのクラスの __repr__

メソッドが呼び出されて、「MyDigit('1.5')」のような表現が得られるところだ。興味のある方は、__str__メソッ

ドのコメントアウトを外して動作を確認してほしい。

オブジェクトの比較

　2つのオブジェクトがあったときに、それらの値が等しいかどうか、同一のオブジェクトかどうかなどを比較でき

る。こうした目的でオーバーライドできる特殊メソッドとしては以下がある。

     オブジェクトの比較を行うための特殊メソッド
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　以下に例を示す。

  オブジェクトを比較するメソッドを特殊オーバーライドしたクラスの例（その 1）
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　この例では、__lt__メソッドと __eq__メソッドで詳細な定義を行い、他のメソッドは 2つのメソッドを基にそ

れぞれの比較結果を返すようにしている。__lt__メソッドと __eq__メソッドでは、比較対象（other）が自分の

クラス（AAA）もしくはその派生クラスであれば比較できるように isinstance関数を使って型チェックを行い、ク

ラス階層に含まれないインスタンスであれば、NotImplementedError例外を発生するようにしてある。

　__le__メソッドが定義されていて __ge__メソッドが定義されていないとき（またはその逆）、あるいは __lt__

メソッドが定義されていて __gt__メソッドが定義されていないとき（またはその逆）には、selfと otherを入れ

替えてもう一方のメソッドが呼び出される。これは例えば「a > b」という比較を行いたかったが __gt__メソッド

がないので、「b < a」という比較を行い、結果、__lt__メソッドが呼び出されるということだ。

　なお、functoolsモジュールの total_orderingデコレータを使用することで、上記のクラス定義は以下のように

も書ける（total_orderingデコレータでクラス定義を修飾した上で、__eq__メソッドと、__lt__／ __le__／

__gt__／ __ge__の 4つのメソッドのいずれか 1つ、合わせて 2つのメソッドを定義すればよい）。

  オブジェクトを比較する特殊メソッドをオーバーライドしたクラスの例（その 2）
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呼び出し可能オブジェクト

　クラスを定義したり、関数を定義したりすると、それらはかっこ「()」を付加し、そこ中に引数を指定すること

で、「呼び出す」ことができるようになる。こうしたオブジェクトのことを「呼び出し可能オブジェクト」と呼ぶ。

　Pythonでは通常、クラスは呼び出し可能オブジェクトだが、そのインスタンスは呼び出し可能ではない。しかし、

インスタンスを呼び出し可能オブジェクトのようにもできる。これには __call__特殊メソッドを定義すればよい。

   インスタンスを呼び出し可能にする特殊メソッド

　以下に例を示す。

  インスタンスを呼び出し可能とする例
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数値演算

　加減乗除と整数除算などをカスタマイズするための特殊メソッドもある。

    数値演算をカスタマイズする特殊メソッド（一部）

　以下に例を示す。
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  数値演算をカスタマイズする特殊メソッドをオーバーライドする例（その 1）

　この例では、数値を文字列の形で保存し、その四則演算を行うように特殊メソッドをオーバーライドした（加え

て、値を簡単に表示できるように __str__メソッドもオーバーライドしている）。多くのメソッドでは、otherがこ

のクラス（かその派生クラス）のインスタンスであることを確認してから演算を行ってその結果を返送し、そうでな

い場合には先ほどと同様にNotImplementedError例外を発生させるようにしてある。それ以外は、対応する演

算を行って、そこからこのクラスのインスタンスを新たに生成し、それを戻り値として渡すようにしているだけだ。

　今紹介した特殊メソッドは、それが二項演算子の場合、selfは演算子の左側に置かれた被演算子となる。これ

に対して、演算子の右側（right hand）に置かれた被演算子を selfとする特殊メソッドもある。これらの特殊メ

ソッドの名前は、最初のアンダースコア「_」と演算や操作を表す名前の間に「r」を挟んだものだ。

　例えば、「a / b」という操作を行う際に、除数である「b」を selfとする特殊メソッドは bが属するクラスの __

rtruediv__(self, other)メソッドになる。この場合は、「other / self」という除算を行うことに注意しよう（「__

truediv__(self, other)」では「self / other」という除算を行う）。



83 →目次に戻る

　以下に簡単な例を示す。

  数値演算をカスタマイズする特殊メソッドをオーバーライドする例（その 2）

　この例では、AAAとBBBという 2つのクラスがある。AAAでは「/」演算子による除算をオーバーライドして

いるが、これを使えるのは AAAクラスとその派生クラスに限られる。それ以外の場合は、NotImplementedオ

ブジェクトを戻り値としている（NotImplementedError例外を発生させているわけではない点に注意）。これが

戻り値となった場合、Pythonの処理系は「右側の被演算子が属するクラスに、対応する __r……__メソッドが

あれば」それを呼び出してくれる。

　一方、BBBクラスは AAAクラスとは継承関係にないが、まさに今述べたような、右側の被演算子を selfとす

る __rtruediv__メソッドをオーバーライドしている。その内部では「other / self」演算の otherが AAAクラス

のインスタンスであることを前提としてコードを書いている。こうすることで、「AAAクラスのインスタンス / BBB

クラスのインスタンス」といった除算が行えるようになる。



84 →目次に戻る

　最後に累算代入演算子も紹介しておこう。

     累算代入演算子の振る舞いをカスタマイズする特殊メソッド



85 →目次に戻る

　__iadd__メソッドをオーバーライドする例を以下に示す。

   __iadd__メソッドをオーバーライドする例



86 →目次に戻る

コンテナ型

　リストやタプル、辞書などの反復可能オブジェクトは複数の要素を格納するという意味で「コンテナ」と呼ばれ

ることもある。これらコンテナオブジェクトの操作をエミュレートするための特殊メソッドもある。

  コンテナ型の振る舞いをエミュレートするための特殊メソッド

　以下に例を示す。



87 →目次に戻る

  コンテナ型の振る舞いをエミュレートするため例



88 →目次に戻る

　この例では、リストを内部的に使用したスタック（要素のプッシュとポップを主な操作とするコンテナ）を定義し

ている。その中で、上述した特殊メソッドをオーバーライドしている。オーバーライドした特殊メソッドの多くでは、

呼び出されたメソッドの名前を出力するようにしてある。実際の振る舞いは、内部で使用するリストに丸投げの形

になっている（多くの場合、継承か包含かはさておき、基盤となるクラスが持つ機能をこのように流用することに

なるだろう）。

　本章では、自分でクラスを定義する際に、そのクラスの振る舞いを細やかに調整するために使える特殊メソッド

を紹介した。ここでは取り上げられなかったものもあるので、興味のある方は Pythonドキュメント「特殊メソッ

ド名」を参照されたい。

https://docs.python.org/ja/3/reference/datamodel.html#special-method-names
https://docs.python.org/ja/3/reference/datamodel.html#special-method-names



